8-4-7　河川構造物専門委員会

1. 河川構造物専門委員会の予算

　予算：600,000円

2. 主な活動の記録

(1) 河川構造物専門委員会の開催

　委員会開催回数：9回

(2) 堤防点検の照査要領の作成

現在、照査要領がある河川構造物の工種は護岸、樋門、排水機場、堰の4工種である。近年、河川堤防における被災が相次ぎ、浸透に対する堤防点検ならびに対策に関する業務需要が高くなってきている。このため、本年度は堤防点検の照査要領を協会員向けに作成した。なお、今後、建設コンサルタンツ協会のホームページに掲載する予定である。

(3) 河川構造物診断技術・耐久性の研究

これからの河川事業における大きな課題のひとつとして、河道ならびに河川構造施設の維持管理があげられる。特に、昭和30～40年代に多く建設された構造物については、それら施設が40～50年たった現在において、施設の老朽化が進行し維持・補修が重要なテーマとなってきている。

このため、今後、河川構造物の設計に従事する建設コンサルタント技術者の主要な業務の1つになることが想定される「河川構造物の診断技術」に関して、事例調査や個々の詳細技術を中心に協会員向けの小冊子として取りまとめる計画である。
本年度は、河川構造物における代表的な施設となる「堰」を対象に既往調査の事例収集や文献収集を行うとともに、資料全体構成の決定及び具体的な取りまとめの方向性を決定した。なお、研究は継続して行い、次年度には取り纏める予定である。

(5) 照査に対する特別WG
設計ミス防止のための協会主催の「品質セミナー」実施に向けてのテキスト作成及びセミナー講師の派遣を11会場に行った。

河川構造物のエラー事例は以下の例をあげ自然公物としての河川の特殊性、新しい設計法への対応、設計時の情報伝達の重要性、設計条件の妥当性確認の重要性について説明した。

事例―1：護岸・築堤設計

事例―2：樋門設計

事例―3：床止工設計

事例―4：排水機場設計

(6) その他委員会などへの対応
以下に示す各種委員会ならびにＷＧに参画し、対応を実施した。

· 新業務体系ＷＧ

· 契約約款研究会

· コスト縮減ＷＧ
3. 次年度の活動について

①　河川構造物の診断技術・耐久性の研究

②　品質セミナーテキスト作成と講師の派遣

③　「耐震性能照査指針(案)」のフォローアップ

④　RCCM教材の作成への対応
 （河川構造物専門委員会委員長　松田　寛志）













